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「人と自然が織りなす  しあわせ実感都市  瀬戸内」を目指して

１
平成 29（2017）年

第146号

市長　年頭挨拶

平成 28 年分確定申告

平成 28 年 11 月行政報告

健康ライフ、瀬戸内発見伝

知っ得！せとうち便、まちの話題

１月の予定、みんなの広場

２
３
４
６
８
１４

目次Contents

【写真　「やわらかくて、おいし～」とお餅を食べる園児ら（上）／
「よいしょ！」の掛け声とともに、杵

きね

を振り下ろしていました（下）】

　邑久幼稚園（邑久町山
田庄）で 12 月９日、餅つ
きが行われました。
　保護者や地域の皆さん
の協力のもと、交代で元
気よくお餅をつく園児ら。
　つきたてのお餅を丸め
た後は、きな粉やしょう
ゆをつけて、おいしそう
に食べていました。

お餅おいしいね☆
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瀬戸内市長

武久　顕也

せ
ん
が
、
１
年
間
の
支
払
額
を
知

り
た
い
人
は
、
本
人
確
認
の
で
き

る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

持
参
の
上
、
担
当
窓
口
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

　

料
に
つ
い
て

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
８

平成 28 年分確定申告
　・所得税の確定申告について　　西大寺税務署　☎０８６ - ９４２ - ３８１５
　・市県民税の申告について　　　税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４

▽相談日時　平成 29 年２月 16 日（木）～３月 15 日（水）
　午前９時～午後５時（受付は午後４時まで）

▽会場
　・西大寺税務署（岡山市東区西大寺中２ｰ 24 ｰ 13）
　・ママカリフォーラム（岡山市北区駅元町 14 ｰ１）
※来場の際は、公共交通機関をご利用ください。
※土・日曜日は申告相談を行いませんが、２月 19 日、26 日の
　日曜日に限り、ママカリフォーラムで申告相談を行います。

税務署の確定申告相談

問 問

問
問

年頭挨拶

若い世代が誇れるま ちを

　平成 29 年１月から新たにセルフメディケーション（自主服薬）推進
のためのスイッチ OTC 薬控除制度（医療費控除の特例）が始まります。
　１月１日から 12 月 31 日までの１年間で、対象となる OTC 医薬品の
購入合計金額をレシート（領収書）で確認することになります。
　OTC 医薬品を購入した際のレシート（領収書）は保管しましょう！
※従来の医療費控除制度との選択になります。
　西大寺税務署　☎０８６ - ９４２ - ３８１５

スイッチOTC 薬控除制度が始まります

問

　特に、市の持続的な発展を目指すためには、若い世代が将来はこのまちに帰ってきたいと思
えるまちを作っていくことが必要です。温暖で豊かな自然環境や豊富な食材、誇るべき古くか
らの歴史文化を伝え生かしながら、駅の整備、公共交通や医療の充実など暮らしの利便性をさ
らに高めることや、防災・防犯、有害鳥獣対策など安心して暮らせるための取り組み、子ども
の教育や子育て環境の整備に力を入れていくことが重要です。
　瀬戸内市は、人口約３万８千人という小さな自治体であるからこそ生み出せる信頼とスピー
ド感を生かすことによって、市民の皆様を主役とした、市の良さを生かしたまちづくりを進め
ることができると考えます。そのために市役所は、公平公正であることを大切にしながら誠実
で柔軟性を持った細やかな気配りのできる組織を目指していかなければなりません。
　市民の皆様におかれましては、私たちのまちに降り注ぐ太陽の光のように、人が輝く瀬戸内
市のまちづくりにお力添えくださいますようお願い申し上げ、年頭のご挨拶といたします。

　明けましておめでとうございます。市民の皆様に
は、輝かしい新年をお迎えのことと心よりお慶び申
し上げます。
　瀬戸内市が誕生して 13年目を迎えました。昨年
は新図書館、新市民病院がオープンしました。これ
らの施設が市民の皆様の期待に応えられるよう、引
き続き努力していきます。
　また、錦海塩田跡地では、民間事業者の皆様によ
って、わが国最大級となるメガソーラー発電所の建
設が順調に進んでいます。これによって得られる、
25年間で約 100 億円の土地の貸付料収入や税収を
有効に活用し、将来の子どもたちに美しく豊かな瀬
戸内市を残していけるよう、積極的にまちづくりに
取り組んでいきます。

　
程
は
、
広
報
せ
と
う
ち
２
月
号

　
に
掲
載
し
ま
す
。

※
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
は
市
の
申
告
会
場

　
に
は
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

添
付
書
類
は
原
本
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い

　
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
、

医
療
費
の
領
収
書
、
国
民
年
金
保

険
料
な
ど
の
納
付
証
明
書
な
ど
は

原
本
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
（
コ
ピ
ー
不
可
）。

申
告
が
必
要
な
人
は

早
め
に
準
備
を
し
ま
し
ょ
う

　
所
得
税
と
市
県
民
税
の
申
告
相

談
が
、平
成
29
年
２
月
16
日
（
木
）

か
ら
３
月
15
日
（
水
）
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。
申
告
が
必
要
な
人
は
、

早
め
に
書
類
な
ど
の
準
備
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
申
告
期
間
に
入
る
と
、税
務
署・

申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

所
得
税
の
還
付
申
告
は
１
月
か
ら

税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
書
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w

w
.nta.go.jp/

）「
確
定
申
告

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
作
成
で
き

ま
す
。

申
告
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

　
青
色
申
告
、
消
費
税
申
告
、
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
、
株
式
、

土
地
等
の
譲
渡
所
得
、
本
人
死
亡

の
場
合
の
申
告
相
談
は
、
税
務
署

が
開
設
す
る
申
告
相
談
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

※
市
が
開
設
す
る
会
場
の
開
催
日

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用

　
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
所
得

税
の
申
告
書
を
提
出
す
る
と
、
一

部
添
付
書
類
の
提
出
が
省
略
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

HPhttp://w
w

w
.e-tax.nta.go.jp/

社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
金
額
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
同
年

12
月
31
日
ま
で
に
支
払
っ
た
国
民

健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
国
民
年

金
保
険
料
は
、
所
得
税
や
住
民
税

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
年
金
か
ら
直
接
差
し

引
か
れ
た
場
合
は
、
直
接
差
し
引

か
れ
た
年
金
受
給
者
本
人
の
控
除

と
な
り
、
口
座
振
替
や
納
付
書
で

支
払
っ
た
場
合
は
、
実
際
に
支
払

い
を
し
た
人
の
控
除
と
な
り
ま
す
。

領
収
書
や
通
知
、通
帳
で
確
認
し
、

申
告
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
に
納
付
し
た
税
、
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
申
告
書
に
領

収
書
を
添
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
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子
育
て
広
場
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
本
年
度
、
少
子
化
対
策
の
一
環

と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
「
子
育
て

広
場
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
育
て
が
楽
し
め
る
場
と
し

て
、
ま
た
、
地
域
で
子
育
て
を
見

守
る
場
と
し
て
ど
の
よ
う
な
機
能

を
持
つ
こ
と
が
子
育
て
広
場
に
必

要
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

セ
ミ
ナ
ー
で
出
さ
れ
た
意
見
や
子

育
て
中
の
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

子
育
て
広
場
の
指
針
と
な
る
基
本

構
想
を
策
定
し
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
関
係
機
関
の
連
携
強
化

や
専
門
職
の
資
質
向
上
を
図
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
福
祉
・
在

宅
医
療
・
介
護
な
ど
の
相
談
に
対

し
て
、
適
切
な
支
援
が
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

裳
掛
小
学
校
を

小
規
模
特
認
校
に
指
定

　
教
育
委
員
会
で
は
、
瀬
戸
内
市

内
の
各
小
中
学
校
の
通
学
区
域
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
規
則
に
よ

り
規
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た

び
学
校
教
育
法
な
ど
の
規
定
に
基

づ
く
学
校
選
択
制
を
導
入
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
学
校
選
択
制
に
つ
い
て
は
い
く

つ
か
の
形
態
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
、
従
来
の
通
学
区
域
は
残

し
た
ま
ま
で
、
特
定
の
学
校
に
つ

い
て
通
学
区
域
に
関
係
な
く
、
市

内
の
ど
こ
か
ら
で
も
就
学
を
認
め

る
特
認
校
制
と
し
ま
し
た
。
こ
の

制
度
は
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を

診
療
を
開
始
し
た
新
市
民
病
院

　
９
月
30
日
の
午
後
か
ら
10
月
２

日
に
か
け
て
、
患
者
の
移
送
や
機

器
の
移
設
、
電
子
カ
ル
テ
へ
の

デ
ー
タ
移
行
や
稼
働
確
認
な
ど
を

行
い
、
10
月
３
日
か
ら
新
病
院
で

の
外
来
診
療
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
患
者
の
誘
導
や
声
掛
け
を
行
う

た
め
、
職
員
を
配
置
し
て
混
乱
を

招
か
な
い
よ
う
対
応
に
努
め
ま
し

た
が
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
不
具

合
な
ど
で
患
者
の
皆
さ
ん
の
待
ち

時
間
が
長
く
な
り
、
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
も
徐
々
に
改
善

し
て
き
て
お
り
、
今
後
も
患
者
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望
に
迅

速
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た

新
病
院
の
機
能
や
設
備
な
ど
に
つ

い
て
、
市
民
や
関
係
機
関
な
ど
へ

引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
患
者
数

の
増
加
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
医

療
拠
点
の
中
心
と
な
る
新
病
院
へ

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

併
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、
患
者
や

家
族
、
地
域
の
関
係
機
関
か
ら
、

新
た
に
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
増

瀬戸内市民図書館の前で開催された
ミニプレーパーク「パーク＆カフェ」

教
育
長
か
ら

行
う
小
規
模
な
学
校
に
つ
い
て
教

育
委
員
会
が
指
定
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
導
入
に
合
わ
せ
、

裳
掛
小
学
校
を
小
規
模
特
認
校
に

指
定
し
、
平
成
29
年
度
か
ら
児
童

の
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
す
。　

　
同
校
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

に
関
連
し
た
産
業
や
、
歴
史
・
文

化
を
活
用
し
た
多
く
の
体
験
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
体
験
活

動
を
通
し
て
、
人
々
の
思
い
や
願

い
へ
の
気
付
き
や
、
ふ
る
さ
と
を

大
切
に
す
る
心
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
各
学
校
が
地
域
の
状

況
に
応
じ
て
、
特
色
あ
る
教
育
活

動
が
行
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

の
関
係
資
料
の
展
示
会
、
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

パ
リ
日
本
文
化
会
館
で
は
朝
鮮
通

信
使
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日
韓
共
同

で
記
憶
遺
産
に
申
請
す
る
意
義
や

善
隣
友
好
の
精
神
を
お
伝
え
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
本
部
へ
の
表

敬
訪
問
の
際
に
も
友
好
的
に
今
回

の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

引
き
続
き
朝
鮮
通
信
使
の
記
憶
遺

産
登
録
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

　
10
月
26
日
に
行
わ
れ
た
、
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
の
将
来
構
想
を
す

す
め
る
会
・
岡
山
に
お
い
て
、
追

加
提
案
さ
れ
て
い
た
「
世
界
遺
産

登
録
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
」
が

　
ま
ず
、
10
月
21
日
に
発
生
し
た

鳥
取
県
中
部
地
震
に
お
い
て
被
災

さ
れ
た
方
や
そ
の
関
係
者
の
方
々

に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
の
鳥
取
県
中
部
地
震
、
そ
し

て
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に

よ
る
市
役
所
な
ど
の
被
災
状
況
を

見
る
に
つ
け
、
災
害
対
策
本
部
な

ど
防
災
の
拠
点
と
な
る
庁
舎
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
公
共
施
設
の
再

編
も
含
め
た
見
直
し
が
急
務
で
あ

る
と
同
時
に
、
職
員
の
災
害
時
の

安
全
体
制
に
つ
い
て
も
早
急
に
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
被
災
地
支
援
と
し
て
、

鳥
取
県
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、

11
月
14
日
か
ら
18
日
ま
で
危
機
管

理
課
の
職
員
を
派
遣
し
、
家
屋
被

具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
長
島
愛
生
園
の
歴
史

館
、
邑
久
光
明
園
の
恩お

ん
し賜
会
館
な

ど
の
建
物
を
国
の
登
録
有
形
文
化

財
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

の
将
来
構
想
を
す
す
め
る
会
・
岡

山
に
お
い
て
、
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
て
、
具
体
的
な
方
向
性
を
協

議
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

     Adm
inistrative  Report

   
行
政
報
告

害
認
定
業
務
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
被
災
地
の
１
日
も
早
い

復
旧
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
11
月
12
日
か
ら
20
日
ま
で
、
朝

鮮
通
信
使
縁
地
連
絡
協
議
会
の
一

員
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
を
訪
問
し
、

朝
鮮
通
信
使
の
記
憶
遺
産
登
録
に

向
け
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
パ
リ
に
あ
る
韓
国
文
化
院
と
パ

リ
日
本
文
化
会
館
で
朝
鮮
通
信
使パリ日本文化会館で開催された朝鮮通信使セミナー

市  

長  

か  

ら

平
成
28
年
11
月
市
議
会
定
例
会
が
11
月
28
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
こ
の
取
り
組
み
の
意

義
や
必
要
性
な
ど
を
十
分
ご
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
す
る
と
と

も
に
、
関
係
機
関
と
十
分
協
議
し

て
推
進
体
制
の
整
備
な
ど
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

整
備
基
本
計
画
を

策
定
中
の
新
火
葬
場

　
新
火
葬
場
に
つ
い
て
、
７
月
５

日
に
岡
山
市
長
へ
協
議
を
申
し
入

れ
た
後
、
先
日
、
岡
山
市
か
ら
岡

山
市
分
と
し
て
２
炉
を
含
め
て
検

討
し
て
ほ
し
い
旨
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
火
葬

場
整
備
基
本
計
画
は
、
本
市
の
２

炉
と
合
わ
せ
た
４
炉
で
策
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
９
月
末
に
は
現
地
測
量

を
完
了
し
、
現
在
、
岡
山
ブ
ル
ー

ラ
イ
ン
か
ら
の
進
入
路
の
予
備
設

計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

図
書
館
友
の
会
を
創
設

　

図
書
館
で
は
、
今
後
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
さ
ら
に

多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
市
民
協
働
に
よ
る

図
書
館
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、「
図
書
館

友
の
会
」
を
創
設
し
、
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
に
呼
び
掛
け
、
図
書
館

の
応
援
団
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
運
営
の
さ
ま
ざ
ま
な
局

面
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交

換
を
し
、
協
働
で
事
業
を
実
施
す

る
な
ど
、「
新
図
書
館
整
備
実
施

計
画
」
に
掲
げ
た
図
書
館
づ
く
り

を
展
開
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
を
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

国の登録有形文化財への登録を目指す長島愛生園の歴史館カキの種付け体験を行う裳掛小学校の児童ら

瀬戸内市民図書館 10 万人目の来館者に
記念品が手渡されました（12 月 11 日）
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子
ど
も
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　

子
ど
も
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
28
年
４
月
に
健
康
づ
く

り
推
進
課
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
（
お
お

む
ね
中
学
生
）
ま
で
の
、
さ
ま
ざ

ま
な
不
安
・
疑
問
・
相
談
に
対
応

す
る
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

　
利
用
す
る
人
の
状
況
に
合
わ
せ

て
、
関
係
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
を
行

う
な
ど
、
専
門
職
（
保
健
師
・
心

理
士
）
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

妊
娠
期
か
ら
支
援
を
行
い
ま
す

　
健
康
づ
く
り
推
進
課
（
ゆ
め
ト

ピ
ア
長
船
内
）
に
妊
娠
届
が
提
出

さ
れ
た
と
き
は
、
保
健
師
が
妊
婦

と
面
接
し
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児

の
不
安
な
ど
を
聞
き
、
妊
娠
期
を

安
心
し
て
過
ご
す
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
を
一
緒
に
考
え

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
妊
娠

届
は
、
健
康
づ
く
り
推
進
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
訪
問
や
電
話
に
よ
り
、

妊
娠
の
経
過
や
不
安
な
こ
と
、

困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
な
ど

を
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す

　
妊
婦
同
士
の
仲
間
づ
く
り
や
見

通
し
を
持
っ
て
子
育
て
が
で
き
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
28
年

10
月
か
ら
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
教
室
で
は
、
先
輩
マ
マ
か
ら
子

育
て
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
り
、

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
順
次
マ
タ
ニ

テ
ィ
教
室
の
案
内
を
お
送
り
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

巻
之
百
二
十
五

お
守
り
刀
と
し
て
の
日
本
刀

身
近
な
場
所
で

子
育
て
の
悩
み
を
相
談
で
き
ま
す

　
本
年
度
、
子
ど
も
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
心
理
士
が
、
市
内
５
園

に
併
設
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
月
１
回
巡
回
し
、
相
談
に
乗
っ

て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
聞
い
て
も
い
い

の
？
」「
相
談
に
行
く
の
は
敷
居

が
高
く
て
…
」
と
子
育
て
中
の
人

の
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

困
っ
て
い
る
こ
と
や
悩
ん
で
い
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
日
は
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
便
り
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

発
達
に
不
安
の
あ
る
子
ど
も
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す

　
「
う
ち
の
子
の
こ
だ
わ
り
は
、

ど
う
対
応
す
れ
ば
い
い
の
？
」「
う

ち
の
子
は
学
校
や
家
で
ど
う
し
た

ら
生
活
し
や
す
い
の
？
」
な
ど
の

悩
み
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　
保
護
者
の
話
を
お
聞
き
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
の
様
子
を
見
な

が
ら
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
保

護
者
と
一
緒
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６
９-

２
４-

８
０
３
３

子育ての悩みがあれば
子ども包括支援センターへ

マタニティ教室で赤ちゃんへのプレゼントを作りました

出来上がった指人形

問

健康ライフ

第 69 代横綱　白鵬翔
土俵入り太刀
（月山貞利刀匠の作）

納
刀
研
磨
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
研
磨
修
復
す
る

た
め
の
資
金
を
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
」と
い
う
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
出
資
金
を
募
る
手
法

で
、
多
く
の
賛
同
を
得
て
、
３
口ふ
り

が
研
磨
修
復
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
守
り
刀
展
覧
会
の
１
階
展
示

室
で
は
、
そ
れ
ら
の
初
公
開
展
示

と
と
も
に
、
博
物
館
で
お
預
か
り

し
て
い
る
他
社
の
奉
納
刀
も
同
時

に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
奉
納
刀
と
い
う
地
域
と
密
着
し

た
日
本
刀
文
化
が
、
現
代
の
刀
剣

ブ
ー
ム
に
後
押
し
さ
れ
、
ま
た

違
っ
た
絆
で
再
生
し
た
初
め
て
の

実
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
相
撲
と
日
本
刀
展

　
お
守
り
刀
展
覧
会
の
後
は
、
い

よ
い
よ
「
大
相
撲
と
日
本
刀
展
」

を
前
期
・
後
期
と
分
け
て
開
催
し

ま
す
。

と
つ
な
が
り
、
絆
の
役
割
を
担
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
憑よ

り
し
ろ代

と
し
て
常
に

身
近
に
置
く
こ
と
で
、
実
質
的
な

武
器
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
目
に

見
え
ぬ
災
厄
か
ら
も
守
護
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
安
時
代
の
有
名
な
文
学
作
品

『
源
氏
物
語
』
の
「
夕
顔
」
の
段

で
は
、
悪
霊
に
対
し
て
、
魔
除
け

の
た
め
に
太
刀
の
鞘さ

や

を
は
ら
っ
て

置
い
て
お
く
こ
と
で
無
事
朝
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
っ
た
描

写
が
あ
り
、
お
守
り
刀
の
思
想
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
よ
り
神
仏
に
祈

願
、
祈
念
し
加
護
を
い
た
だ
く
た

め
に
、
刀
剣
を
奉
納
し
た
り
、
刀

剣
そ
の
も
の
を
ご
神
体
と
し
た
り

す
る
こ
と
が
各
地
で
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
奉
納
刀
を
所
蔵
す
る
多

く
の
寺
社
で
は
太
平
洋
戦
争
中
と

そ
の
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
統
制
の

中
で
、
秘
蔵
し
、
守
り
続
け
て
き

た
の
で
す
が
、
逆
に
秘
蔵
し
過
ぎ

て
手
入
れ
が
さ
れ
ず
、
錆さ

び
て
し

ま
っ
た
刀
剣
が
急
増
す
る
原
因
と

も
な
り
ま
し
た
。

奉
納
刀
研
磨
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
平
成
28
年
６
月
、
そ
う
し
た
奉

納
刀
を
後
の
世
に
き
れ
い
な
状
態

で
残
し
た
い
と
、
日
本
美
術
刀
剣

保
存
協
会
の
岡
山
県
支
部
が
「
奉

第
十
一
回
お
守
り
刀
展
覧
会

　
現
在
、
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

で
は
、「
第
十
一
回
お
守
り
刀
展

覧
会
」
を
開
催
中
で
す
。

　
２
階
展
示
室
に
は
、
全
国
の
現

代
刀
匠
に
よ
る
新
作
の
お
守
り
刀

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
文

部
科
学
大
臣
賞
や
駐
日
ポ
ー
ラ
ン

ド
共
和
国
大
使
賞
な
ど
、
国
内
外

か
ら
評
価
を
受
け
た
作
品
が
勢
揃

い
し
て
い
ま
す
。

お
守
り
刀

　
お
守
り
刀
と
い
う
文
化
は
、
神

話
に
お
け
る
神
よ
り
授
け
ら
れ

た
、
三
種
の
神
器
の
一
つ
に
草く

さ
な
ぎ
の薙

剣つ
る
ぎが

あ
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と

さ
れ
、
刀
剣
そ
の
も
の
が
、
神
仏

　
第
48
代
横
綱
・
大た

い
ほ
う鵬

幸こ
う
き喜

関
の

土
俵
入
り
太
刀
（
室
町
時
代
前
期

の
備
前
長
船
の
刀
匠・師も

ろ
み
つ光

の
作
）

を
筆
頭
に
、
現
代
の
名
工
・
月が

っ
さ
ん山

貞さ
だ
と
し利

氏
の
太
刀
で
土
俵
入
り
す
る

第
69
代
横
綱
・
白は

く

鵬ほ
う

翔
関
の
も
の

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
横
綱
土
俵
入

り
太
刀
や
化
粧
ま
わ
し
、
錦
絵
、

屏
風
絵
や
等
身
大
の
姿
絵
掛
軸
、

行
司
の
衣
装
と
短
刀
、
弓
取
り
の

弓
な
ど
を
展
覧
し
ま
す
。

　
横
綱
を
守
護
す
る
太
刀
な
ど
、

日
本
刀
が
息
づ
く
相
撲
文
化
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
第
十
一
回
お
守
り
刀
展
覧
会
】

▽
開
催
期
間

　
平
成
29
年
１
月
22
日
（
日
）
ま
で

【
大
相
撲
と
日
本
刀
展
】

▽
開
催
期
間

前
期
：平
成
29
年
１
月
27
日
（
金
）

　
〜
２
月
26
日
（
日
）

後
期
：平
成
29
年
３
月
１
日
（
水
）

　
〜
３
月
26
日
（
日
）

▽
場
所　
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館



催
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農
薬
類
や
燃
料（
油
類
）を
誤
っ

て
水
路
や
溝
に
流
す
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

　
農
薬
類
な
ど
が
河
川
に
流
れ
出

る
と
、
環
境
を
汚
染
し
て
、
魚
な

ど
の
生
態
系
に
も
重
大
な
被
害
を

与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ひ
と
た
び
水
質
事
故
が
発
生
す

る
と
、
そ
の
対
応
に
か
か
っ
た
費

用
は
原
因
者
が
負
担
す
る
こ
と
と

な
り
、
農
業
や
漁
業
な
ど
へ
被
害

が
及
ん
だ
場
合
、
多
大
な
賠
償
を

請
求
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
農
薬
類
や
燃
料
（
油
類
）
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
燃
料

タ
ン
ク
や
配
管
は
定
期
的
に
点
検

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
余
っ
た
農
薬
類
な
ど
は

絶
対
に
水
路
な
ど
に
流
さ
ず
、
適

正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
瀬
戸
内
市
の
美
し
い
水
環
境
を

守
る
た
め
、
水
質
事
故
の
防
止
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
活
環
境
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

　
食
品
ロ
ス
と
は
、
ま
だ
食
べ
ら

れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
る
食
品
の
こ

と
で
す
。

　
国
内
で
は
、
年
間
約
６
４
２
万
㌧

が
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
試
算
さ
れ

て
お
り
、
世
界
全
体
の
食
糧
援
助

量
の
約
２
倍
の
量
で
す
。
そ
の
う

ち
約
半
分
は
、
一
般
家
庭
か
ら
の

も
の
で
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
食
品
ロ
ス
の
量

を
試
算
す
る
と
、
１
人
当
た
り
１

年
間
で
24
・
６
㌔
（
茶
碗
１
６
４

杯
分
の
ご
は
ん
に
相
当
）
と
な
り

ま
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
食
品
ロ
ス
は
、

主
に「
過
剰
除
去
」、「
期
限
切
れ
」、

「
食
べ
残
し
」
が
原
因
で
す
。

　
食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
に
大
切

な
の
は
、
一
人
一
人
が
「
も
っ
た

い
な
い
」
を
意
識
し
て
行
動
す
る

こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、
買
い

物
時
に
必
要
な
量
だ
け
を
購
入
す

る
、
食
べ
切
れ
る
量
だ
け
を
作

る
、「
賞
味
期
限
」と「
消
費
期
限
」

を
正
し
く
理
解
し
て
判
断
す
る
な

ど
で
す
。

　
食
べ
物
を
無
駄
に
し
な
い
た
め

に
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
で
き

る
こ
と
を
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

生
活
環
境
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

  

食
品
ロ
ス
の
削
減
の
た
め
に

  

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

  

水
質
事
故
防
止
に

  

努
め
ま
し
ょ
う

【
清
潔（
ウ
イ
ル
ス
を
つ
け
な
い
）】

　

・
調
理
前
や
用
便
後
は
、
せ
っ
け

　
ん
を
用
い
て
十
分
な
流
水
で
手

　
を
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

・
下
痢
や
お
う
吐
な
ど
の
症
状
が

　
あ
る
場
合
は
、
食
品
を
直
接
取

　
り
扱
う
作
業
を
し
な
い
よ
う
に

　
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
二
枚
貝
な
ど
を
取
り
扱
う
と
き

　
は
専
用
の
調
理
器
具（
ま
な
板
、

　
包
丁
な
ど
）
を
使
用
す
る
か
、
取

　
り
扱
っ
た
後
は
、
調
理
器
具
を

　
十
分
に
洗
浄
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

【
加
熱（
ウ
イ
ル
ス
を
や
っ
つ
け
る
）】

　

・
加
熱
が
必
要
な
食
品
は
、
中
心

　
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
は
、
加
熱

　
（
中
心
部
85
〜
90
℃
で
90
秒
以

　
上
）、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ

　
ム
に
よ
る
消
毒
が
有
効
で
す
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

　
幼
稚
園
や
保
育
園
に
通
っ
て
い

な
い
乳
幼
児
を
対
象
に
、
左
表
の

と
お
り
子
育
て
の
場
と
し
て
幼
稚

園
を
開
放
し
ま
す
。

　
開
放
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９

時
か
ら
午
前
11
時
ま
で
で
す
。

　
で
き
る
だ
け
徒
歩
、
自
転
車
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性

胃
腸
炎
や
食
中
毒
は
、
１
年
を
通

し
て
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
特
に

冬
季
に
流
行
し
ま
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
強

く
、
手
指
や
食
品
な
ど
を
介
し
て

経
口
で
感
染
し
、
ヒ
ト
の
腸
管
で

増
殖
し
ま
す
。
そ
し
て
、お
う
吐
、

下
痢
、腹
痛
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。

健
康
な
人
は
軽
症
で
回
復
し
ま
す

が
、
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
は
重

症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

お
知
ら
せ

　　知っ得！せとうち便　　

知っ得！
せとうち便

  

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

  

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

  

幼
稚
園
の
園
庭
を

  

開
放
し
ま
す

指の間まで丁寧に洗いましょう

賞味期限 消費期限

意味

おいしく食べることができる期
限（best-before）。この期限を
過ぎても、すぐに食べられない
ということではない。

期限を過ぎたら、食べない方
がよい期限（use-by date）。

表示
３カ月を超えるものは、年月で
表示し、３カ月以内のものは、
年月日で表示。

年月日で表示。

対象食品
スナック菓子、カップめん、缶
詰、レトルト食品、ハム・ソー
セージ、卵など

弁当、サンドイッチ、生めん、
総菜、ケーキなど

記号の説明 予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応…応募先 資…資料請求先 届…届出先 通…通告先

園庭開放日
幼稚園名 問い合わせ先☎ １月 ２月 ３月

牛窓東 0869-34-2104 31 日（火） 14 日（火） 21 日（火）

今城 086-943-8715 17 日（火） 14 日（火） 21 日（火）

邑久 0869-22-0027 17 日（火） 14 日（火） 22 日（水）

美和 0869-26-3445 17 日（火） 14 日（火） 21 日（火）

国府 0869-26-3446 17 日（火） 14 日（火） 21 日（火）

行幸 0869-26-3447 17 日（火） 14 日（火） 21 日（火）

問

問「賞味期限」と「消費期限」の違い

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

【
将
来
の
大
き
な
支
え
に
】

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
人
が
加
入
し
て
、
保
険
料
を

出
し
合
い
、
お
互
い
を
支
え
合
う

制
度
で
す
。

　

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る

た
め
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

【
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
】

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
取
っ
た

と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

　

障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ

ま
す
。
ま
た
遺
族
年
金
は
、
加
入

者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入

者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」

や
「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

　

一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
と
さ

れ
る
学
生
の
た
め
の
制
度
で
、
本

人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大

学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に

在
学
す
る
人
で
す
。

【
納
付
猶
予
制
度
】

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
人

で
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

※
学
生
納
付
特
例
と
納
付
猶
予
申

　

請
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
期
間

　

は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

　

る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入

　

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反

　

映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
就
職
な
ど
で
、
収
入
が
得
ら
れ

　

る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
将

　

来
受
け
取
る
年
金
を
増
額
す
る

　

た
め
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保

　

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

　
「
追
納
制
度
」
の
利
用
を
お
勧

　

め
し
ま
す
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　

岡
山
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
５

（
自
動
音
声
案
内
２
番
）

問 問

適
正
受
診
に

　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

必
要
な
人
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

が
負
担
す
る
保
険
税
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
適
正
受
診

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
急
病
の
場
合
を
除
き
、
診
療
時
間

　

内
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

　

休
日
や
夜
間
な
ど
の
時
間
外
受
診

は
、
急
病
人
の
治
療
に
支
障
を
き
た

す
ほ
か
、
診
察
代
が
割
高
に
な
り

ま
す
。

②
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ

　

か
か
り
つ
け
医
に
、
日
常
的
に
病

状
・
病
歴
、
健
康
状
態
を
把
握
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
急
病
時
に
も
素
早

い
対
応
を
し
て
も
ら
い
や
す
く
な
り

ま
す
。

③
同
じ
病
気
で
医
療
機
関
の
重
複
受

　

診
は
し
な
い

　

複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
る
と
、

一
貫
し
た
治
療
が
受
け
に
く
く
な

り
、
病
気
の
回
復
を
遅
ら
せ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

④
薬
の
も
ら
い
過
ぎ
・
飲
み
合
わ
せ

　

に
注
意
す
る

　

飲
み
忘
れ
な
ど
で
薬
が
余
っ
て
い

る
と
き
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
複
数
の
医
療
機
関
で
薬
を
も

ら
う
場
合
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
飲

み
合
わ
せ
を
確
認
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

【
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
】

　

夜
間
の
子
ど
も
の
急
な
病
気
に
つ

い
て
の
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

症
状
へ
の
対
応
方
法
な
ど
に
つ
い

て
看
護
師
な
ど
が
電
話
で
相
談
に
応

じ
る
と
と
も
に
、
医
療
機
関
の
受
診

に
つ
い
て
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
ま
す
。

▽
相
談
時
間

　

・
月
〜
金
曜
日

　

午
後
７
時
〜
午
前
８
時
（
翌
朝
）

　

・
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

　
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

　

午
後
６
時
〜
午
前
８
時
（
翌
朝
）

　

小
児
救
急
医
療
電
話
相
談（
岡
山
県
）

☎
＃
８
０
０
０

☎
０
８
６-

２
５
１-

６
６
０
８

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

相問



　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ
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は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
科　
基
礎
コ
ー
ス
・
実
践

　
コ
ー
ス
（
介
護
福
祉
、
医
療
事

　
務
、
事
務
分
野
な
ど
）

※
開
講
日
、
訓
練
期
間
（
２
〜
６

　
カ
月
）な
ど
は
、コ
ー
ス
に
よ
っ

　
て
異
な
り
ま
す
。

▽
受
講
料　
原
則
無
料
（
テ
キ
ス

　
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

※
一
定
の
要
件
（
収
入
・
資
産
な

　
ど
）
を
満
た
す
人
に
は
、
職
業

　
訓
練
受
講
給
付
金
（
月
10
万
円

　
と
交
通
費
（
所
定
の
額
））
が
支

　
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大
寺

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
２
１
２

　
求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者
な

ど
を
対
象
に
、
全
国
の
民
間
教
育

訓
練
機
関
が
実
施
す
る
「
就
職
」

を
目
的
と
し
た
公
的
な
職
業
訓
練

で
す
。

　
今
回
、
２
・
３
月
に
開
講
す
る

コ
ー
ス
の
受
講
者
を
順
次
、
募
集

し
て
い
ま
す
。
所
定
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
市
営
住

宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▽
入
居
日

　
平
成
29
年
２
月
１
日
（
水
）

▽
申
込
期
間　
平
成
29
年
１
月
４

　
日
（
水
）
〜
18
日
（
水
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　

建
設
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

  

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

  

募
集
し
ま
す

　
平
成
29
年
度
の
建
設
工
事
、
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物

品
の
製
造
・
販
売
、
役
務
の
提
供

な
ど
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
申
請
者
資
格
要
件
、
提
出
書
類

な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
入
札
・
契
約
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間　
平
成
29
年
１
月
４

　
日
（
水
）
〜
２
月
28
日
（
火
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土・日
曜
日
、祝
日
を
除
き
ま
す
。

　
　

契
約
管
財
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
６

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/

　
瀬
戸
内
市
内
に
事
業
用
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
当
該

償
却
資
産
の
申
告
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
場
合
は
申
告
書
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
告
書
は

税
務
課
に
あ
り
ま
す
。

【
申
告
が
必
要
な
人
】

　
事
業
を
行
っ
て
い
る
個
人
や
法

人
（
工
場
や
商
店
な
ど
を
営
ん
で

い
る
人
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
を

  

償
却
資
産
の
申
告
が

  

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

募
　
　
集

貸
し
付
け
て
い
る
人
、
農
業
者
、

漁
業
者
な
ど
）
の
う
ち
、
平
成
29

年
１
月
１
日
現
在
、
事
業
用
の
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人

【
申
告
す
べ
き
資
産
】

　
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
に
お

い
て
、
瀬
戸
内
市
内
に
所
在
す
る

事
業
用
償
却
資
産
（
自
己
が
使
用

し
て
い
る
も
の
の
ほ
か
、
他
人
に

貸
し
付
け
て
い
る
も
の
も
含
む
）

が
申
告
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
大
型
特
殊
自
動
車
以

外
の
自
動
車
な
ど
で
自
動
車
税
・

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る

も
の
や
無
形
固
定
資
産
（
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
、漁
業
権
、特
許
権
な
ど
）、

繰
延
資
産
（
創
立
費
、
開
発
費
な

ど
）
や
少
額
資
産
は
、
申
告
の
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
太
陽
光
発
電
設
備
】

　
個
人
が
自
宅
に
設
置
し
た
太
陽

光
発
電
設
備
は
、
申
告
す
べ
き
資

産
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
発
電
の
全
量
を
売
却
し
て
い

る
人
は
、
申
告
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限

　
平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
）

　
　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
８
１

  
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

  
を
受
け
付
け
ま
す

　本紙 10月号・11月号でお知らせしていた、マ
イナンバーの通知カードおよびマイナンバーカー
ド（個人番号カード）の臨時交付窓口開設日が次
のとおり変更になりました。

▽変更前　平成 29年１月 22日（日）
（地方公共団体情報システム機構のシステムが停
止するため）

▽変更後　平成 29年１月 29日（日）
　なお、その他の臨時交付窓口開設日は変更あり
ません。

▽その他の臨時交付窓口開設日　平成 29年２月
　26 日（日）、３月 26 日（日）午前８時 30 分
　～午後０時 30分（受付は午後０時 15分まで）
※各日 16 人限定の完全予約制です。詳しくは、
　市民課へお問い合わせください。
　市民課　☎０８６９-２２ -１１１５

マイナンバーカード
臨時交付の日が変わりました

問

　瀬戸内市民病院では、さまざまなテー
マで健康教室を開催しています。

▽日時　平成 29 年１月 19 日（木）
　午後２～３時

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ
　回復期病棟ってどんなところ？
　～新しい病棟の役割について～

▽講師　伊丹めぐみ氏（西病棟看護師長）

▽定員　30 人

▽参加費　100 円

▽申込期限　平成 29 年１月 18 日（水）
　　瀬戸内市民病院
☎０８６９-２２ - １２３４
申問

なるほど !! 健康教室

　高齢者の餅による窒息事故が全国で多く起きています。
　高齢になると、そしゃく力や飲み込む力が低下し、食べ物が
スムーズに飲み込みにくくなるため、一層の注意が必要です。

＜アドバイス＞
　餅を食べる際は、小さく切って、食べやす
い大きさにしましょう。急いで飲み込まず、
ゆっくりよくかんで飲み込みましょう。
　また、家族や周囲の人も、食事の様子から
目を離さないようにしましょう。
　消費生活相談窓口（生活環境課内）
☎０８６９-２２-１８９９

第６話　お正月は気を付けてお餅を食べましょう

問

  消 費 生 活
安心ほっとライフライフライフ

　従業員を１人でも雇用している
事業主は、労働保険（労災保険・
雇用保険）に加入することが法律
で義務付けられています。
　加入手続きを行っていない事業
主は、今すぐ加入手続きを行って
ください。
　なお、労働保険の事務処理を代
行して行う労働保険事務組合制度
がありますのでご利用ください。
　ハローワーク西大寺
☎０８６-９４２ - ３２１２
　岡山労働基準監督署
☎０８６-２２５ - ０５９１

労働保険への
加入はお済みですか

  

求
職
者
支
援
訓
練

  

受
講
者
募
集

団地名 所在地 構造 規格 戸数

粟利郷団地  牛窓町長浜 6851 - 3 木造２階建 ３ＬＤＫ １戸

中村団地  牛窓町長浜 3630 - 1 簡耐２階建 ３ＤＫ １戸

西村団地  長船町飯井 749 - 1 簡耐平屋建 ３ＤＫ １戸

△

募集団地

恩原高原スキーバス

問
申

申
問

問

申
問

　瀬戸内市体育協会では、次のとおりスキーバス
を運行します。参加を希望する人は、邑久スポー
ツ公園または長船スポーツ公園までお申し込みく
ださい（電話申込不可）。

▽行き先　恩原高原スキー場　パノラマゲレンデ

▽日程　平成 29 年１月 22 日（日）
　午前６時邑久スポーツ公園発、午前６時 15 分
　長船町公民館発、午後７時ごろ帰着予定

▽対象者　市内に在住または在勤の人（中学生以
　下は保護者同伴）

▽参加費　大人 3,500 円、子ども（中学生以下）2,500 円
※昼食代、リフト券、用具レンタル料金などは含
　みません。

▽定員　40 人（先着順）

▽申込期限　平成 29 年１月 15 日（日）
　瀬戸内市体育協会事務局　☎０８６９-２２ -２２１１問

問

日帰り

問

平成 29 年度人間ドックの案内を
広報せとうち２月号に折り込みます
　瀬戸内市国民健康保険・後期高齢者医療保険（国保・後期）
では、病気の早期発見のため、保健事業の一環として人間ドッ
クを実施しています。
　人間ドックの詳細・申し込みについては、広報せとうち２
月号の折り込みチラシ（緑色）でお知らせします。受診を考
えている人は、お早目に申し込みをお願いします。
　なお、希望者には平成29年２月上旬から市民課・牛窓支所・
長船支所・裳掛出張所で同チラシを配布します。申込期間は
平成 29 年２月８日（水）から２月 24 日（金）までの予定です。
なお、定員に達し次第、受付を終了します。
　・人間ドックの申し込み、国保・後期資格については
　市民課　☎０８６９-２２ - １７９０（国保年金係）
　　　　　☎０８６９-２２ - ３９５８（医療費給付係）
　・人間ドックの検査内容については
　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４問

問

瀬戸内市国民健康保険・後期高齢者医療保険被保険者の皆さんへ



催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ
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※
陶
芸
体
験
と
講
演
会
、
い
ず
れ

　
も
体
験
料・参
加
費
無
料
で
す
。

　
ま
た
事
前
に
申
し
込
み
を
お
願

　
い
し
ま
す
。
空
き
が
あ
れ
ば
、

　
当
日
受
け
付
け
し
ま
す
。

　
　

寒
風
陶
芸
会
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

　
市
お
よ
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大

寺
で
は
、
次
の
と
お
り
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
市
内
の
企
業
５
社
程
度
が
参
加

し
ま
す
。
参
加
費
無
料
、
予
約
不

要
で
す
。
地
元
企
業
の
会
社
担
当

者
と
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
平
成
29
年
１
月
24
日（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大
寺

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
２
１
２

　
寒
風
陶
芸
会
館
で
は
、
須
恵
器

の
窯
の
再
現
・
焼し

ょ
う
せ
い成プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
牛
窓
町
長
浜
に
あ
る
寒さ

ぶ
か
ぜ風

古こ
よ
う窯

跡せ
き
ぐ
ん群

で
は
、
今
か
ら
約
１
４
０
０

年
前
に
須
恵
器
と
い
う
焼
き
物
が

焼
か
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
よ

う
に
、
電
気
も
水
道
も
無
い
時
代

に
、
当
時
の
陶
工
た
ち
は
ど
の
よ

う
に
し
て
窯
を
築
き
、土
を
練
り
、

窯
を
焚
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
飛
鳥
時
代
の
陶
工
た
ち
に
想
い

を
は
せ
な
が
ら
、
須
恵
器
に
つ
い

て
の
学
習
会
や
陶
芸
体
験
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

【
陶
芸
体
験「
須
恵
器
を
作
ろ
う
！
」】

▽
日
時　
平
成
29
年
１
月
14
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

▽
場
所　
寒
風
陶
芸
会
館

▽
定
員　
30
人

【
講
演
会「
窯
の
変
遷
に
つ
い
て
」】

▽
日
時　
平
成
29
年
１
月
15
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　
寒
風
陶
芸
会
館

▽
講
師　
石
井
啓
氏
（
備
前
市
埋

　
蔵
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
定
員　
30
人

　
邑
久
光
明
園
友
愛
会
で
は
、
１

月
29
日
の
「
世
界
ハ
ン
セ
ン
病
の

日
」
に
合
わ
せ
て
、
人
権
啓
発
展

示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
邑
久
光
明
園
内
外
の
歴
史
か
ら

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
触
れ
、
人
権

に
つ
い
て
よ
り
深
く
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽
開
催
期
間　
平
成
29
年
１
月
24

　
日
（
火
）
～
29
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▽
場
所　
「
道
の
駅
」
黒
井
山
グ

　
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ゆ
う
ゆ
う
交
流
館

　
（
邑
久
町
虫
明
５
１
６
５-

　
１
９
６
）

▽
観
覧
料　
無
料

　
（
公
財
）
邑
久
光
明
園
友
愛
会

（
邑
久
光
明
園
福
祉
課
）

☎
０
８
６
９-

２
５-

１
５
７
４

　

北
川
太
郎
展

－

時
間
の
可
視
化

－

　
彫
刻
家
・
北
川
太
郎
は
、
石
を

素
材
と
し
た
彫
刻
を
行
い
、
特
に

薄
い
石
材
を
積
み
重
ね
て
、
時
間

を
重
層
的
に
造
形
化
す
る
作
風
に

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、Ｉ
氏
賞
奨
励
賞
を
受
賞
、

文
化
庁
新
進
芸
術
家
在
外
研
修
員

（
３
年
派
遣
員
）
と
し
て
南
米
に

派
遣
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

　
若
手
作
家
を
取
り
上
げ
応
援
す

る
企
画
展
と
し
て
、
約
20
点
の
作

品
を
集
め
た
内
容
で
す
。

▽
開
催
期
間　
12
月
23
日（
金・祝
）

　
～
平
成
29
年
１
月
22
日
（
日
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
12
月
26

　

日
（
月
）、
28
日
（
水
）
～
平

　
成
29
年
１
月
４
日
（
水
）、
10

　
日
（
火
）、
16
日
（
月
）

　
井
浦
千
砂
展

　

彫
刻
家
・
井
浦
千ち

さ砂
は
こ
れ
ま

で
に
安あ

た
か宅
賞
、
富ふ

が
く嶽
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
展
佳
作
入
賞
な
ど
を
受
賞
。
秀し

ゅ
う

桜お
う

基
金
留
学
賞
を
受
賞
後
、
イ
タ

リ
ア
と
イ
ン
ド
に
約
半
年
間
滞
在

し
ま
す
。

　
現
在
は
、
吹
上
美
術
館
（
倉
敷

市
下
津
井
）
に
ほ
ど
近
い
古
民
家

で
滞
在
制
作
を
行
い
、
木
彫
と
絵

画
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
展
覧
会
は
、
若
手
の
優
れ

た
作
家
を
紹
介
す
る
瀬
戸
内
市
立

美
術
館
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
開
催
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　
平
成
29
年
１
月
26

　
日
（
木
）
～
２
月
12
日
（
日
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
平
成
29

　
年
１
月
30
日
（
月
）、
２
月
６

　
日
（
月
）

【
以
下
、
展
覧
会
共
通
】

▽
観
覧
料　
一
般
４
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５

　
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
関
連
イ
ベ
ン
ト

【
対
話
型
鑑
賞
会
（
親
子
対
象
）】

　
作
品
の
見
ど
こ
ろ
を
伝
え
る
案

内
人
と
一
緒
に
、
皆
で
話
し
合
い

な
が
ら
展
示
室
で
鑑
賞
し
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
日
時　
平
成
29
年
１
月
８
日（
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
（
約
60
分
）

▽
対
象　
小
中
学
生
と
保
護
者

▽
定
員　
10
組
（
25
人
）
程
度

▽
参
加
費　

上
記
の
観
覧
料

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　
展
示
室
で
作
品
を
鑑
賞
し
な
が

ら
、
学
芸
員
が
作
品
の
魅
力
を
解

説
し
ま
す
（
申
し
込
み
不
要
）。

▽
日
時　

平
成
29
年
１
月
８
日

　
（
日
）、
15
日
（
日
）

　
午
後
２
時
～
（
約
20
分
）

▽
参
加
費　

上
記
の
観
覧
料

【
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
】

　
北
川
太
郎
氏
が
作
品
の
魅
力
を

解
説
し
ま
す
（
申
し
込
み
不
要
）。

▽
日
時　

平
成
29
年
１
月
22
日（
日
）

　
午
後
２
時
～
（
約
20
分
）

▽
参
加
費　

上
記
の
観
覧
料

　
　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

催
し
物

1400 年前に焼かれていた須恵器

問
申

  

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

  

展
覧
会

問

  

須
恵
器
窯
再
現
・

  

焼
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

まちの話題 秘書広報課：☎0869-24-7095問

My Town Topics

　い   つまでもお元気で� 100 歳を迎えた高齢者をお祝い 　

切干大根の炒め煮
◆作り方
①切干大根は水で戻して水気を絞り、ざく切りにす
　る（戻し汁はとっておく）。ベーコンは１㎝くら
　いに切る。しめじは石づきを取って小房に分ける。
　糸こんにゃくは下ゆでし、５㎝くらいに切る。ニ
　ンジンは千切りにする。
②さやいんげんは斜めうす切りにしてゆでる。
③フライパンにココナッツオイルを入れ、①の材料
　を入れて、ココナッツオイルが全体にまわるよう
　に５分程度炒める。
④天然だしパックの袋を開けて振りかけ、調味料と
　戻し汁を加え、汁気が少なくなるまで中火で煮る。
⑤器に盛り、いり白ゴマを散らし、さやいんげんを
　飾る。
※ココナッツオイルがない場合は、オリーブオイル
　を使用する。

問

●切干大根（50g）
●ベーコン（100g）
●しめじ（１株）
●糸こんにゃく（１袋）
●ニンジン（１本）
●さやいんげん（適宜）
●天然だしパック（小１袋）

　　　　　　　  本庄地区栄養委員会です。
　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２

  

ジ
ョ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
せ
と
う
ち

  

就
職
面
接
会

  

人
権
啓
発
展
示
会

邑久長島大橋「人間回復の橋」

問

北川太郎作

待ってるよー

　11 月 15 日に満 100 歳を迎えた宮野章

子さん（邑久町大富）のお祝いに、18 日、

髙原家直副市長らが自宅を訪問しました。

若い頃から日本画や木彫などの趣味が多彩

な宮野さん、長寿の秘訣は「歯がいいこと」

で、今も入れ歯がないのが自慢です。

　また、11 月 25 日に満 100 歳を迎えた

雪上千歳さん（長船町西須恵）のお祝いに、

29 日、武久顕也市長らが施設を訪問しました。農業を営み、３人の子どもを育てた雪上さん、健康のためにヨーグ

ルトや梅干しを食べることを習慣にしています。長男の勲さんから「ほんとによく食べる」と言われるほど、元気な

日々を送られています。お二人とも、これからもますますお元気でお過ごしください。

お祝い状を受け取る宮野さん（写真中央）（左）／家族に囲まれた雪上さん（写真中央）（右）

問
申

◆材料（常備菜として１回に作りやすい量：小鉢 10 杯分程度）
●しょうゆ（大さじ１）
●みりん（大さじ１）
●酒（大さじ１）
●戻し汁（大さじ３）
●ココナッツオイル（大さじ２）
●いり白ゴマ（大さじ１）



みんな
の
広場
秘書広報課
☎0869-24

-7095問

わが家の宝１歳です！
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投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、住所、生年月日、家族（氏名、続柄：
２人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③催し物の告知や募集
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所・日時、コメント、
市ホームページへの掲載可否などを記入
★応募方法
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
ＦＡＸ・電子メールなどで秘書広報課へ送
付してください。匿名・ペンネームを希望
する場合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿作品や原稿は返却しま
せん。掲載の都合上、全ての作品や原稿を
掲載できない場合がありますので、あらか
じめご了承ください。
　　秘書広報課
〒７０１ - ４２９２
瀬戸内市邑久町尾張３００ - １
☎０８６９ - ２４ - ７０９５
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail：hiroba@city.setouchi.lg.jp

問応

井
い け が み

家上　悠
ゆうだい

大ちゃん
お住まい　邑久町豊安
ひとこと
いつも元気いっぱいのゆっくん☆
すくすく大きくなーれ！！
（父 悠紀さん　母 恵里さん）

ＤＢＯＣと食の異文化体験
イタリア料理を楽しみませんか

昨年の料理教室

問 申

  けいじばん

 Yudai 平成 27年 12月 16日生まれ

第
５
回
糖
尿
病
健
康

セ
ミ
ナ
ー 

in 

東
備

問
申

12017 年 　　 月の予定

人の動き《平成 28 年 12 月１日現在、かっこ内は前月比》

人口 ３７，９８０人 （＋１２） 男 １８，１５０人  （＋　４）

世帯 １５，３７０世帯 （＋２３） 女 １９，８３０人  （＋　８）

問予

①行政相談（主に行政全般に関する相談）　　　　　　  
　【相談員：行政相談委員（予約不要・無料）】
　問総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
②心配ごと相談� 　
　※前日までに予約をしてください。
　問予瀬戸内市社会福祉協議会
　　本所　☎０８６９ - ２２ - ２９４０
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員（予約不要・無料）】
　問人権啓発室　☎０８６９ - ２２ - ３９２２
④住宅増改築相談�
　問建設課　☎０８６９ - ２２ - ２６４９
⑤育児相談（乳幼児に関する相談）�
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会�
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（要予約・無料）、
　定員：４～６カ月児、７・８カ月児、９～ 12 カ月児、各 10 人】
　 健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談�
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）�
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６ - ２７２ - ３９３４
⑨子どもの健診�
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑩窓口業務の時間延長（市民課、税務課、収納推進課の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い
　　合わせください。
　問　・市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５
　　・税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４
　　・収納推進課　☎０８６９ - ２２ - ２４６４
※①～⑩の日時は、左のカレンダーをご覧ください。

○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問生活環境課　☎０８６９ - ２２ - １８９９
○障がいに関する相談（身体・知的・精神（ひきこもり
　を含む）・発達障がいなどに関する相談）
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
○わーく相談会（障がい者の生活や仕事に関する相談）�
　【相談員：岡山障がい者就業・生活支援センター相談員（要予約）】
　問予地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
○発達障がい専門相談�
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予福祉課　☎０８６９ - ２６ - ５９４３

刀 備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９ - ６６ - ７７６７
美 瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９ - ３４ - ３１３０
体 瀬戸内市体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９ - ２２ - ２２１１
　　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

市県民税【４期】　国民健康保険税【７期】
介護保険料【７期】
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

１月 31 日（火）が納付期限の市税・保険料

　  北川太郎展－時間の可視化－（12 月 23 日～平成 29 年１月 22 日）
　  井浦千砂展（平成 29 年１月 26 日～２月 12 日）
美

1 日 元日
2 月 振替休日
3 火

4 水 官公庁仕事始め
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター

5 木 ⑩窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

6 金
7 土
8 日 体 歩こう会　高松稲荷コース　8：29　邑久駅発

9 月 成人の日
10 火

11 水 ⑨１歳６か月児健診【対象：平成 27 年６月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

12 木 ⑨２歳児健診【対象：平成 26 年９月生】　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

13 金 ⑥離乳食講習会【対象：７～ 12 カ月児】　9：45 ～ 10：00　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

14 土 体 瀬戸内市体協コンペ　8：00 ～　長船カントリークラブ

15 日
体 瀬戸内市冬季ソフトバレーボール大会
　8：00 ～　牛窓中学校体育館・牛窓体育館

16 月
17 火 ⑦こころの健康相談　9：00 ～ 11：00　ゆめトピア長船

18 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
④住宅増改築相談　9：00 ～ 15：00　瀬戸内市役所
⑨乳児健診（４カ月児）【対象：平成 28年８月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

19 木 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所

20 金
21 土 体 瀬戸内市新春ペタンク大会　8：00 ～　出島公園（牛窓）

22 日
体 瀬戸内市冬季バレーボール大会　8：30 ～　牛窓体育館
体 恩原高原スキーバス日帰り
　6：00　邑久スポーツ公園出発、6：15　長船町公民館出発

23 月
24 火

25 水 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
⑨３歳児健診【対象：平成 25 年７月生】　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

26 木

27 金 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会【対象：４～６カ月児】　9：45 ～ 10：00　ゆめトピア長船

28 土
29 日
30 月

31 火
⑤育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船
体 瀬戸内市卓球夜間親睦大会　19：30 ～　牛窓体育館
※２月 28 日（火）まで毎週火曜日に実施

刀 美

休
館
日
（
展
示
替
え
）

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

　  第十一回お守り刀展覧会（11 月 10 日～平成 29 年 1 月 22 日）
　  大相撲と日本刀展（平成 29 年１月 27 日～３月 26 日）
刀

休
館
日

休
館
日

　打
うちぞめしき

初式　平成 29 年１月８日（日）午前９時〜
※年始最初の古式鍛錬の際に、打初式を行います。
　式中に玉圧し（たまへし：玉鋼の硬軟を選別するた
　め、叩き延ばし、水で急冷して焼きを入れる）を行
　います。見学者に叩いていただくことがあります。

刀

△古式鍛錬

休
館
日
（
展
示
替
え
）

塩
加
減
妻
ほ
め
く
れ
し
零
余
子
飯

的
場　
松
葉
（
牛
窓
町
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浜
）

雲
を
割
る
日
に
海
光
る
神
の
留
守

奥
山
登
志
行
（
牛
窓
町
牛
窓
）

秋
風
に
押
さ
れ
て
向
ふ
同
窓
会

原
野
信
一
郎
（
牛
窓
町
牛
窓
）

伊
勢
参
り
五
十
鈴
の
流
れ
爽
や
か
に

野
口　
慶
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

穏
や
か
な
日
和
続
き
や
お
茶
の
花

後
藤　
靖
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

腰
か
け
て
憩
ふ
ひ
と
と
き
小
鳥
来
る

原
野　
孝
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

徒
然
に
偲
び
し
友
や
石つ

わ蕗
の
花

福
本　
曙
生
（
牛
窓
町
牛
窓
）

深
む
秋
芒
に
添
い
し
石
蕗
の
黄

谷
口　
正
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

柚
子
風
呂
に
浸
る
男
の
十
二
月

片
島　
秀
月
（
長
船
町
福
岡
）

ふ
く
よ
か
に
胸
張
る
女
議
員
さ
ん

初
顔
ら
し
も
好
も
し
く
見
る

上
山　
幸
子
（
邑
久
町
豊
安
）

羽
生
結
弦
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
最
高
点

四
回
転
と
優
美
な
容
姿

朝
霧　
好
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

醒さ

め
て
今
何
に
た
と
え
ん
夢
の
あ
と

心
地
も
と
け
て
雨あ

ま
ぎ
り霧
の
夜

桂
舟
道
人
（
邑
久
町
山
田
庄
）

十
六
人
集
ふ
お
せ
ち
の
あ
れ
こ
れ
を

作
れ
む
か
と
ぞ
思
ふ
昨
今

舟
積
由
紀
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

（
敬
称
略
）

　

東
備
糖
尿
病
療
養
指
導
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り
糖
尿

病
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
糖
尿
病
の
養
生
の
基
本
で

あ
る
食
事
と
運
動
を
一
緒
に
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
29
年
２
月
６
日
（
月
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
平
成
29
年
２
月
25
日（
土
）

　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
２
時

　

30
分（
受
付
は
午
前
11
時
～
）

▽
場
所　

お
さ
ふ
ね
サ
ー
ビ
ス
エ

　

リ
ア（
長
船
町
長
船
１
１
３
３-

２
）

▽
内
容

　

・
試
食
会
「
糖
尿
病
と
食
事
の

　

話
」

　

・
講
演
①
「
こ
ん
な
時
、
血
糖

　

値
は
ど
う
か
わ
る
？
」

　

・
講
演
②
「
皆
で
や
っ
て
み
よ

　

う
！　

糖
尿
病
の
運
動
」

▽
講
師　

大
宮
照
明
氏
（
赤
磐

　

医
師
会
病
院
内
科
医
師
）
ほ
か

▽
参
加
費　

試
食
会
参
加
の
人

　

は
５
０
０
円
（
講
演
会
の
み

　

参
加
の
人
は
無
料
）

▽
定
員　

50
人
（
先
着
順
・
定

　

員
に
な
り
次
第
、
締
切
）

　
　

東
備
糖
尿
病
療
養
指
導
セ

ミ
ナ
ー
事
務
局
（
平
病
院
内
）

☎
０
８
６
９-

９
３-

１
１
５
５

　邑久町の国際交流を推進する会「Ｄ
デ ー ボ ッ ク

ＢＯＣ」では、活動
の一環として、食の異文化体験を行っています。
　今回はイタリア料理を作ります。

▽ 日時　平成 29 年１月 22 日（日）午前 10 時～午後１時

▽ 場所　中央公民館（邑久）

▽ 講師　ベニアミーノ・タルタリーニさん（男性）

▽ 参加費　１人 500 円

▽ メニュー　カボチャとマッシュルームのリゾット・サラダ

▽ 持参するもの
　三角巾、布巾、エプロン、容器

▽ 定員　25 人

▽ 申込期限　平成 29 年１月 15 日（日）
　　ＤＢＯＣ代表　佐藤さん
☎０８６９ - ２２ - ０３８８


